


























　表 1 の受講人数について補足しておく。本稿では 2020 年の一部科目のみ取り上げてい
るが，一般に，外国語の基礎科目は履修希望者が多く，2021 年度春学期も，表 1 の基礎
英語Ⅰだけでなく，基礎中国語会話Ⅰ，基礎中国語文法Ⅰ，ドイツ語Ⅰ，スペイン語Ⅰ，
韓国語Ⅰで抽選が実施されている。特に基礎英語Ⅰと基礎中国語文法Ⅰの履修希望者は定



































































































































































































































































　図 1 が VOA 動画を利用したクイズ 1 回分の一部である。動画を見ながら解答ができ，
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と考えるようになった。2021 年度春学期の対面授業でも閲覧用の Doc を Teams
で共有する形で続けている。音源を聴いて空所を埋め，その後，正解と聞き取りの
―10―
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ポイントの解説を聞く，という流れが必要なので，オンデマンド方式の場合は提示
法を変更する必要がある。























●　上記 5 種類から 1 つを選択し，PORTALWeb 課題で進捗報告と質問
授業時の活動例 ●　プレゼンテーション：①「継続リスニング」の好きな箇所（英語）について，それ





















6-7 名のレスポンスが見られるようになった。最終回には閲覧数も 14948 に達し（第 1 回・
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ミュニケーションを円滑に進めるために下記のような工夫を行った。
　●　グルーピング：チャット 3 名・ビデオ会議 4 名ほどの少人数が適当。
　●　グループワークの手順・語彙集（授業での学習箇所）：各チャネルに貼り付け，そ




















































　（5）Teams での個人面談：2020 年度は 1 対 1 で行ったが，1 度に 2～3 名でも対応でき
る。クラス全体が課題に取り組む間に，毎回数人ずつの対応で，双方向・少人数で
―14―



















































































































きく，さらに 2020 年度は継承語としてスペイン語を話す学生も 2 名履修していた。英語
以外の外国語を学んだことがある学生も 20％おり，どの系統の言語を学んだかにもよる
が，英語以外の学習歴の有無も授業活動を組み立てる上では無視できないばらつきとなる。
受講生の 4 分の 1 が初修者だったため，彼らを対象として初回の授業開始前に，Class
Notebook の使用方法と基本の発音などを学ぶ事前説明会を開いた。出られない履修者に
は Teams の一般チャネル及び ClassNotebook のコンテンツライブラリにも資料を提示
し，個人チャットでの質問も受け付けた。また 1 回目の授業では，全体で春学期（スペイ







































































































































































　執筆者陣は（それ以外の多くの語学教員と同様に），2020 年度の 1 年間，遠隔授業にお
ける ICT 活用の実践経験を積み，そのノウハウとスキルを活かして 2021 年度の制限付き
の対面授業にも適応できている。本稿で紹介した ICT ツールは，Teams 以外では，
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